
中部地方整備局 入札監視委員会 １７年度第二部会第２回定例会議審議概要

開催日及び場所 平成１７年１２月 ５日（月） 名古屋逓信会館

[部会長] 中舎寛樹（大学院教授）

委 員 喜岡 渉（大学院教授）

久世表士（弁護士）

審議対象期間 平成１７年 ４月 １日～平成１７年 ９月３０日

抽 出 案 件 総件数 ５件 （備考）

平成 年度名古屋港飛島ふ頭南岸壁( )既設護岸撤一 般 競 争 １件 17 -16m

去及び地盤改良工事工

平成 年度清水港新興津泊地( )浚渫工事公募型指名競争 １件 17 -15m

平成 年度御前崎港防波堤(東)消波製作据付工事事 通常指名競争 ２件 17

平成 年度伊勢湾環境水槽修理17

随 意 契 約 ０件

平成 年度四日市港道路橋梁詳細設計(その２)建設コンサルタント業務等 １件 17

意見・質問 回 答

委員からの意見・質問、 別紙のとおり 別紙のとおり
それらに対する回答等

委員会による意見の具申 抽出案件については、適切に処理されている。
又は勧告の内容



意　　見　・　質　　問 回　　　　　　　答

（工事　一般競争入札）

平成17年度名古屋港飛島ふ頭南岸壁(-16m)既
設護岸撤去及び地盤改良工事

○難易度はどのように決定しているか。 工事全体の内容に対して対外調整、水深等項
目ごとに判断し工事施工上の難易度を決定し
ている。

○ＪＶの組み合わせは毎回同じ者か。 特定建設工事共同企業体については、業者の
組み合わせが工事ごとに構成されており、毎
回同じということではない。

○外国企業の応募があったことはあるか。 当局においては、ない。

○保安対策を講じる岸壁の規模は。 国際航路に就航する船舶が年間１２隻以上接
岸する埠頭が対象となる。

｛審議結果｝

　・本件は適切に処理されている。



意　　見　・　質　　問 回　　　　　　　答

（工事　公募型指名競争入札）

平成17年度清水港新興津泊地(-15m)浚渫工事

○総合評価方式において、標準案のみで競争
に参加できるか。

総合評価ガイドラインに従い標準案のみでも
入札には参加可能としている。

国土交通省全体で見れば標準案のみの提案で
は競争参加資格を認めない試行ケースもあ
る。

○総合評価落札方式であり、入札価格が高く
ても加算点の関係で落札するケースはある
か。

入札額が予定価格以内であれば、入札価格が
高くても落札する可能性はある。

○発注者の積算する船団構成は標準的な企業
が調達出来る船団を基本としているのか。

発注者は積算基準に従い最も安くなる船団構
成を選定している。基準は過去の実績をもと
に標準的なものとして決定されているもので
す。

｛審議結果｝

　・本件は適切に処理されている。



意　　見　・　質　　問 回　　　　　　　答

（工事　指名競争入札）

平成17年度御前崎港防波堤(東)消波製作据付
工事

○ブロック据付と製作の個数が異なるのは予
算の関係と言うことでしょうか。

｛審議結果｝

　・本件は適切に処理されている。

ブロック据付個数に対し、既設ブロックを別
件で撤去しており、それを再利用することと
しているので、不足分のみ製作している。



意　　見　・　質　　問 回　　　　　　　答

（工事　指名競争入札）

平成17年度伊勢湾環境水槽修理

○同種工事は建築工事とのことだが１２社し
かいないのか。

名古屋市内での施工で、国が発注した工事の
実績を求めたところ１２社となった。

｛審議結果｝

　・本件は適切に処理されている。



意　　見　・　質　　問 回　　　　　　　答

（建設コンサルタント業務等）

平成17年度四日市港道路橋梁詳細設計(その
２)

○同種工事について全国でも１３社しかいな
いのか。

港湾の状況を熟知していることが必要なた
め、国土交通省の港湾地区の業務の実績を求
めたことから１３社となった。

○どのような規模の業者か。 高度な技術が要求されるため、コンサルタン
ト業者の中では規模の大きな業者が中心であ
る。

○完成後の扱いは。 港湾管理者に管理委託する。

○応札額にばらつきがあるが、想定の範囲内
なのか、公表されている積算基準等が定着し
ていないためか。

コンサルタント業務は、人件費が中心になる
こと、また諸経費率等の関係から応札業者間
の入札金額にばらつきが出ていると思われ
る。

　

｛審議結果｝

　・本件は適切に処理されている。


